
＜行政運営面で顕在化する諸課題＞

釧路総合振興局管内広域連携前進プラン

＜市町村基礎データ＞
・管内市町村人口
2015年（236,516人） 2040年（158,284人）

・公務人口（市町村職員数）
2015年（5,428人） 2040年（4,257人）

・公有財産建物維持管理費
2015年（8.9万円/人） 2040年（13.4万円/人）

・歳入・歳出構造予測
2015年（15億円） 2040年（▲160億円）

推進期間：令和２年度（2020年度）～令和６年度（2024年度）

令和３年（2021年）３月２６日
釧路総合振興局地域創生部地域政策課
釧路総合振興局管内市町村企画担当課

１．2040年の未来予測 （※2015年国政調査ベース） ３．管内で推進する広域連携の取組

４．今後の検討課題

等

公務人材の確保

▲1,171人

＋4.5万円/人

▲175億円

広域連携推進検討部会等で、以下の項目について検討・協議を行って
いく。

（１）医療・福祉等従事者の確保に向けた方策の検討

（２）大規模災害に備えた防災体制等の充実に向けた検討

▲78,232人

２．広域連携による対応の方向性

（１）市町村間連携による釧路定住自立圏の取組の推進
・釧路定住自立圏共生ビジョンに基づく生活機能の維持・充実及び魅力
あふれる生活圏域の創出に向けた取組の推進

（２）道と市町村の連携による持続的な行政サービス提供に向けた公務
人材（専門人材）の確保・育成

・行政サービスの担い手の安定的な確保
・効果的・効率的な人材育成の推進

（３）道と市町村の連携による持続可能な地域公共交通の維持・活性化
・地域の移動ニーズを踏まえた広域的な公共交通ネットワークの再構築
・地域が一体となった公共交通の利用拡大

医療・福祉の充実

（１）市町村間連携
○釧路定住自立圏の取組の推進
・釧路定住自立圏共生ビジョンに基づく医療・福祉・地域公共交通・
人材育成など生活機能の維持・充実及び魅力あふれる生活圏域の
創出に向けた取組の推進

（２）道と市町村の連携
○公務人材（専門人材）の確保・育成
・職員交流・派遣、共同研修等の実施
・釧路管内法制・総務事務研究会の開催を通じた人材育成
・地域づくり広域プロジェクトの実施を通じた人材育成
・専門人材の確保・育成及び活用に向けた新たな方策の調査・検討
○地域公共交通の維持・活性化
・地域公共交通計画（広域計画）の共同作成に向けた検討
・交通事業者等と連携した公共交通の利便性向上及び利用促進に
向けた取組の実施

地域公共交通の維持･利用促進

地域防災力の強化


